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○議事日程
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日程第　４　同意第　３号　上毛町教育委員会委員の任命について
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日程第　７　議案第５２号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第７号）
日程第　８　議案第５３号　平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
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議案第５０号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について
議案第５１号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例について
議案第５２号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第７号）（所管分）
議案第５３号　平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
発議第　７号　「協同労働の協同組合法」（仮称）の速やかな制定を求める意見書（案）
○　会　議　の　経　過　（初日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分
○議長（大山　晃君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。
　一礼して着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は１１名です。定足数に達しておりますので、ただいまから平成２６年第４回上毛町議会定例会を開会いたします。

　９番古野議員より欠席届が出されておりますので、報告いたします。

　これから、本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に運営資料として配付しておりますので、ごらんください。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
　本定例会の会議録署名議員に、２番宮本議員、３番高畑議員を指名します。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第２、会期の決定を議題とします。お手元に運営資料を配付しておりますので、ごらんください。
　今期定例会の運営について議会運営委員会に審議をお願いいしたところ、１２月５日運営委員会を開催していただき、本定例会会期を本日から１９日までの１１日間とする内容の答申をいただきました。
　お諮りします。今期定例会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日から１９日までの１１日間といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。よって、定例会の会期は、本日から１９日までの１１日間とすることに決定しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第３、諸般の報告を行います。
　本定例会に提出されました議案は、町長から同意１件、条例案２件、予算案２件、議員提出の発議１件の合計６件であります。

　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の会期日程表（案）をごらんください。
　本日の会議では、議案を一括上程し、町長提出議案については提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、同意第３号は、本日受理、審議、採決をし、残りの４議案については後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。
　また、議員から提出された発議１件につきましては、提出者の趣旨説明を受け、質疑を行った後、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。

　ここで皆様にお願いいたしますが、本日審議、採決を予定している議案に対しての質疑は、後の議案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう御協力をお願いいたします。

　１２月１２日、１３日に本会議を開催し、一般質問を行う予定ですが、１２日に一般質問が全部終了すれば、１３日は休会とします。
　１２月１５日を文教・厚生常任委員会、１２月１６日を総務、産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。
　１２月１９日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件について審査状況の報告を受け、討論、採決を行います。

　以上の件につきましては、議会運営委員会で協議し、決定を受けておりますので報告いたします。
　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしたところ、お手元に配付の名簿のとおり、説明員の出席報告がありましたので、これを許可し、出席いただいております。
　これで、諸般の報告を終わります。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。
　日程第４同意第３号、日程第５議案第５０号、日程第６議案第５１号、日程第７議案第５２号、日程第８議案第５３号、以上５件を一括上程します。
　提案理由の説明を求めます。
　町長。
○町長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。
　本日ここに、平成２６年第４回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には、公私ともに大変御多用の中、万障お繰り合わせの上、御参集をいただき、厚く御礼申し上げます。また、日ごろより地域社会の発展に尽力しておられますことに、重ねて感謝申し上げる次第でございます。
　さて、私が町長に就任して、早１年が経過しました。この間、私の補佐役である今任副町長の就任、また、町民に対するワンストップサービスや課題共有のための各課連携を目指した行政の機構改革、職員の資質向上を目指した意識改革、さらに東九州自動車道上毛ＰＡ・ＳＩＣの開設に伴う大池公園開発事業の推進等々の事業を手がけている状況であり、今後も議員各位、町民の皆様方の御協力、御支援を切にお願いいたすところであります。
　一方、国政においては衆議院議員解散総選挙が執行され、その争点は、安倍首相の経済施策、いわゆるアベノミクスの成果が問われることとなっておりますが、もう一つの重要政策である地方創生は我が国、そして本町においても喫緊の課題であり、今、全国的に改めて地域活性に大きな注目が集まっているところであります。
　本町では各課を連携させ、開発交流推進班、通称ＰＡＤを新たに設置し、仕事の創出と観光の創出といった二つの柱に特化し、具体策を検討しているところであり、その確たるものが冒頭申し上げました上毛ＰＡ・ＳＩＣ周辺の整備であります。東九州自動車道の全線開通は、長年にわたる地域の悲願であり、これまでおくれをとっていた東九州にようやく光が差すわけでありますが、便利になる一方で、さらなる過疎化の進行や、地方と都市部との格差の拡大も懸念されます。

　本町としては、座して衰退を待つのではなく、この機をチャンスと捉え、魅力のある整備を行うことで上毛町、また中津市周辺の玄関口となるこの地を生かし、輝かせ、地域活性のモデルを構築し、全国に発信してまいりたいと考えております。
　また、議員各位も御承知のとおり、先般の日本創成会議では、地域別将来推計人口が発表されましたが、これによりますと２０４０年には多くの市町村が消滅の危機にあると言われております。私は地方創生には、女性の力が大きな鍵を握ると考えます。少子化危機と女性とのかかわりを十分に熟知した上で、少子化対策に挑んでいかなければなりません。こうしたことを踏まえ、上毛に暮らす人々が生き生きと輝き、健康で笑顔のあふれる町、九州一輝く町の創出に向けて、邁進してまいる所存であります。

　それでは、これより提案理由の説明を申し上げます。今議会に提出しております案件は、人事案件１件、条例案件２件、補正予算２件の計５案件であります。順次、説明をいたします。
　同意第３号　上毛町教育委員会委員の任命について。今回、１名の教育委員会委員の任期が満了することに伴い、教育識見を有しております教育委員を任命するため、議会の同意をお願いするものであります。
　議案第５０号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例についてでありますが、次代の社会を担う子供の健全な育成を図るための次世代育成支援対策推進法等の一部を改正する法律公布に伴い、母子及び寡婦福祉法が母子及び父子並びに寡婦福祉法に法律名等が改正されたことにより、本条例を一部改正するものであります。

　議案第５１号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例についてでありますが、健康保険法施行令等の一部を改正する政令の公布に伴い、産科医療補償制度の見直しとあわせて、出産育児一時金の金額において本条例を一部改正するものであります。
　議案第５２号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第７号）でありますが、今回の補正額は、５,７８５万６,０００円で、歳入歳出予算の総額を４５億５,３０７万１,０００円とするものであります。

　総務費では、上毛ＰＡ及び上毛ＳＩＣの開設に伴い、隣接いたします大池公園周辺の現地測量業務及び大池公園開発事業基本構想作成業務等に係る経費を計上いたしております。

　民生費では、社会福祉費において、高齢者等を対象とした緊急通報装置等の今後の設置見込み及びひとり親家庭等の医療費の対象者の見込み増により、それぞれの所要経費を計上いたしております。

　農林水産業費では、農業委員会費において、農地台帳の法定化に伴い、これらに対応できるシステムの導入経費及び農業者の経営支援に関する補助と、新規就農者に対する支援金を計上するものであります。

　土木費では、社会資本整備総合交付金事業関係で、東九州自動車道関係でありますが、補助事業費の確定により、ＳＩＣ設置事業委託料の増額と道路標識等の委託料を計上いたしております。また、住宅費では町営住宅において送水ポンプ等の修繕費を計上するものであります。
　消防費では、県が実施します昭和５６年以前に建築された木造住宅に対する耐震改修工事に関する補助金を計上いたしております。
　今回の補正財源といたしましては、特定財源では、県補助金として木造戸建て住宅耐震改修補助金、ひとり親家庭等医療費支給事業費補助金、農業委員会交付金及び力強い水田農業確立事業補助金等で５６２万３,０００円、繰入金として東九州自動車道推進基金繰入金２,９００万円、諸収入として東九州自動車道横断構造物照明設備補償金等で２４３万６,０００円を計上し、一般財源として普通交付税で２,０７９万７,０００円を充当いたしております。
　議案第５３号　平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）でありますが、一般被保険者及び退職被保険者の高額療養費の今後の給付見込み等により、追加をお願いするものであります。

　以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重に御審議をいただき、御承認、御可決いただきますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わります。どうぞよろしくお願い申し上げます。
○議長（大山　晃君）提案理由の説明が終わりました。
　これから提案理由に対する総括質疑を行います。前にも述べましたが、本日審議する人事案件に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただくよう御協力をお願いいたします。
　提案理由に対する総括質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　安元議員。
○７番（安元慶彦君）今、町長から、１年が経過したという中で、行政改革、それから職員の意識改革、あるいは東九州自動車道の開通に向けての取り組み等々がありました。
　その中で、職員の意識改革は、総合計画の中にもあると思いますし、前町長のときからこういうことは強くうたわれてきたわけでございますけれども、ああいった職員の職務怠慢を中心とした事件が発生したと。全くこういう言葉とは裏腹なことが発生しておるということでございまして、町長もそこら辺のところは強く意識をしていると思うんですが、これから特にどういった面に力を入れて、そういった面の改善を図っていくのか。

　それと、国が出しております、まち・ひと・しごと、いわゆる地方創生の関係でございますけれども、今、町長が申しましたように地方創生は喫緊の課題であるということで、各課連携でもってこの事業を進めていくんだということでございましたが、合併してもう１０年目に入っておりますが、次期総合計画の中にこういったものを色濃く出していくという考えを持っておるか、そこら辺をお尋ねいたします。

○議長（大山　晃君）町長。
○町長（坪根秀介君）職員の職務怠慢につきましてでございますが、これにつきましては、徹底して、事あるごとに、そういうことのないようにという指導はしておるつもりでございますし、役場に来ていただければわかりますように、各課ごとに職員の顔写真も入れて、しっかり緊張感を持ってやってもらうように指示をしておりますので、その件につきましては、今後そのようなことがないように取り組んでいるつもりでございます。
　それと、１０年の総合計画についてでございますが、当然、地方創生ということに特化して頑張ってまいりたいと考えております。
○議長（大山　晃君）安元議員。

○７番（安元慶彦君）私は、一般質問の中でこの件を出しておりますから、ひとつ町長の力強い意気込みを伺いたいと思っております。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

　三田議員。
○６番（三田敏和君）先ほど町長の提案理由の説明の中に、女性の進出等々を考えながら少子化問題に対応するということがございました。私は、以前から女性の進出に関して、非常にいろいろな場面でも多くの女性に社会進出してもらい、いろいろな場で活用をということを求めてきたわけでありますが、今、このような状況の中で、ことしから来期にかけて、そのことが行われると思っておりますが、どのようなビジョンをお持ちでしょうか。
○議長（大山　晃君）町長。
○町長（坪根秀介君）女性を起用するという意味でしょうか。宮本議員の一般質問の中にもその件が入っていたと思いますので、そのときに詳しくは答えさせていただきたいと思いますけれども、いずれにしましても少子化は、女性が活躍できるようにしていかないと、やはり子育ても安心してできないと考えておりますので、その辺、いずれにしても、雇用を生み出すような、企業誘致も含めたところで考えてまいりたいと思っております。
○議長（大山　晃君）三田議員。
○６番（三田敏和君）ということは、私が以前に一般質問でもちょっと質問した、防災員に女性の起用をというようなことを求めたことがございまして、そういう場に女性の目で防災意識をどう高めるのかということを求めたことがあります。
　そういうことも含めて、女性の進出を考えておられる等の理解でよろしいのでしょうか。
○議長（大山　晃君）町長。
○町長（坪根秀介君）防災に女性の起用をということまでは意識はしておりませんけれども、いずれにしても女性が子供を生みやすい環境を整えるということでございます。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

　宮本議員。
○２番（宮本理一郎君）坪根町長になってからという表現は適当かどうかわかりませんが、いわゆる鶴田町政から坪根町政に変わって丸１年でございますが、私は、非常にアグレッシブに、積極的に展開を始めたと。つまり、前政権が町民から見て非常に静かな状況に見えていたところが、坪根政権になってから非常に動、活動的な町政に見えるようになったと私自身は思っております。
　ただ、この積極的な展開というのは、熟慮した中での積極展開は、非常に忘れ物というか、置き物が少ないわけでございますが、往々にして、突っ走ると忘れ物、置き物をしがちであるということを一つ指摘をしておきたいんです。
　つまり、現本町の財政に対して、ＳＩＣ周辺部の事業展開は、非常に本町にとっては財政規模が非常に大きいものだろうと思います。したがって、それに対して町民は、やろうとしていることは既に関知しているんですが、なかなかそれが具体的な絵として見えていないのが現状だと思います。
　したがって、本予算にその予算案が提案されてございますが、ＳＩＣ周辺部の開発ということについて、現状、どの程度の絵が描けているか、ちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（大山　晃君）岡崎課長。
○開発交流推進班長（岡崎　浩君）じゃあ、済みません、私からお答えをさせていただきます。
　先般、全員協議会でお示しと御説明をいたしましたとおり、職員での検討部分で２案までまとまりましたという部分とあわせて、今回、それらをベースにした部分で、基本構想の委託の予算を上げておりますので、現在は、そのレベルであると御認識をいただければと思います。
○議長（大山　晃君）宮本議員。
○２番（宮本理一郎君）けさも旧青年訓練所跡地の公園の造成を見てきましたが、非常にすばらしいものができつつあるなと感じてまいりました。したがって、先ほど町長がおっしゃられましたように、座して衰退を待つのではいけないと。常に前を向いて積極的に事業展開をし、町長の掲げておられる九州一輝く町をつくろうということを具現化、具体化して取り組んでいるということを、一応、私は評価しているわけです。
　したがって、先ほど申しましたように今後は少子高齢化、老齢化、あるいは女性の力をどう活用して地方創生に取り組んでいくかという問題を詰めて、今、点の状態であるものを線に結び合わせて、一つの面としてこの本町を活性化する具体案を展開するのが問題になってくる。それも、展開が非常に難しいところだと思いましょうが、その財政の問題と、地方創生を具体的にやっていく問題、それとＳＩＣ、この辺の組み合わせをどう町長は捉えておりますか。
○議長（大山　晃君）宮本議員、提案理由の説明に限ってお願いをしたいんですが、ちょっと踏み込んだようにあるんですが。
　町長、答弁できますか。
○１０番（亀頭寿太郎君）議会運営上は、提案理由の説明に関した発言は、不規則発言と違うんですか。
○議長（大山　晃君）深く入り過ぎているのではないか、一般質問等でしていただくほうがいいんじゃないかと思っておるんですが。
○議長（大山　晃君）はい。
○１０番（亀頭寿太郎君）議会運営上、運営委員会でもって取り扱いを図るべきと、私は緊急動議を出します。
　議長、動議が出れば、その動議に賛成議員がおるかどうかでもって、成立するかせんかだけのことなんですよ。
○議長（大山　晃君）ただいま亀頭議員さんから動議案が出ましたけれども、動議案として取り上げることに賛成の議員はおられますか。
（起立少数）
○議長（大山　晃君）なしと認めます。
　それでは、宮本議員、町長から答弁をいただければ、それでいいと思いますが、町長、お願いします。
　どうぞ。
○町長（坪根秀介君）一般質問にも出ておりますので、一般質問の中で述べさせていただきたいと思います。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）大池公園開発事業についてお尋ねします。予算書では、１１ページの２款１項６目１３節委託料になるわけですが、５点ほど行います。
　１点は、宮本議員と重複すると思いますけれども、工事完成後の全体のイメージ図が提出できないのか。それから、できないのであれば、いつごろまでに提出できるのかお尋ねします。工事完成までの総事業費は幾ら見込んでいるのか。どのような補助事業で行うのか。完成後の維持管理費。それから集客数と収支バランスの調整を行っているのか、以上、５点をお尋ねします。
○議長（大山　晃君）岡崎課長。
○開発交流推進班長（岡崎　浩君）まず、イメージ図をということでございますが、そういったものを含めて今回、基本構想の中で策定いただきますので、基本構想ができ次第、イメージ図は御提示できると考えております。まだ職員で検討したレベルのものでしかございませんので、それらを今回、イメージ図に落とした段階で、総事業費も概算で算定していくという形になりますので、その後になります。
　また、補助事業はどういったものを考えているのか。まず、どういった施設を建設する、どういった整備をするというものが決まらないと、補助事業のメニューも考えていきにくいので、まず今回の基本構想により、その後、補助事業の検討に入るということになろうと思います。
　ですから、そういった部分の維持管理につきましても、同様の形になろうかと考えておるところでございます。
○８番（茂呂孝志君）集客数と収支バランス。
○議長（大山　晃君）茂呂議員、挙手をしてください。
　課長。
○開発交流推進班長（岡崎　浩君）もう１点、集客数と収支バランス等も、今回、どういったものをつくるかによりまして計算をしていくという形になりますので、まず基本構想ありきと御理解をいただければと思います。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、町長の提案理由の説明に対する質疑を終了します。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第９、発議第７号　「協同労働の協同組合法」（仮称）の速やかな制定を求める意見書（案）を議題とします。
　提出者に趣旨説明を求めます。
　峯議員。

○議長（大山　晃君）峯議員。
○５番（峯　新一君）おはようございます。今回、意見書という形で出させていただきました。９月議会で請願を通していただき、ありがとうございました。内容としては、前回と全く一緒ですので、皆さん、審議のほど、よろしくお願いします。
○議長（大山　晃君）峯議員の説明に対する質疑はございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認めます。
　峯議員、席にお戻りください。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから、本日審議、採決を行う議案の上程を行います。
　日程第４、同意第３号　上毛町教育委員会委員の任命についてを議題といたします。議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）それでは、同意第３号につきましては、朗読等により提案、また説明をさせていただきます。
　同意第３号　上毛町教育委員会委員の任命について。上毛町教育委員会委員に次の者を任命することについて、議会の同意を求める。
　平成２６年１２月９日提出、上毛町長、坪根秀介。
　氏名、黒田静香。生年月日、昭和○○年○月○○日生まれ。住所、上毛町大字○○○○○番地。
　理由でございます。上毛町教育委員会委員として任命することについて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。
　なお、黒田氏につきましては、再任でお願いをするものでございます。次のページに黒田氏の履歴書を添付しておりますので、参考ということでごらんいただきたいと思っております。
　以上でございます。

○議長（大山　晃君）提案理由の説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。
　亀頭議員。
○１０番（亀頭寿太郎君）私は教育委員会については、坪根町長が就任した時点で少数精鋭方式を取り入れるかどうかということで、ちょっと議論したことがございますが、こういった観点から２点ほどお尋ねをいたします。
　本日、提案されておる人物等については何ら異議を申し立てることは全くありません。私は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の中で、第３条の組織ということがありますが、この組織の中で、町村では教育委員を３名にすることができるということもうたわれておると思いますが、これは現在、生きておるのかどうか。
　それから、三、四十年ほど前までは、生徒の数も旧新吉富時代も大変多かった。そうした時点からも教育委員は３名だった。教育長あたりは、公民館の館長といったことも兼務しながらやっていたと。あの当時は、まだ社会教育委員会というのが発足していなかった。私は、社会教育委員会等については、昭和３９年のオリンピックを契機として、社会体育、地域に体育クラブ等を結成して、我が国の体育を向上させるというようなことでもって社会教育法が制定されて、今日も続いておると思います。
　こうした時点において、今でも社会教育、社会体育という面においては、本町においても社会教育委員を設置して活動しておると。
　こうしたことでもって、私は教育委員というのも少数精鋭、少数でもって、それなりの財源を与える、手当を厚くするというような形でもって取り組むほうが、今でも真剣に取り組んでいただいているとは思うけれども、学校教育等について、なお一層の充実を図れるのではないかという感じがしてなりません。
　先般、我々の研修でも、文科省の教育委員会の改革と。これは何かというと、やはり教育委員の人間を少なくして、教育委員の手当を充実させるということも言われておりました。町村においては、かなりの差があると思いますが、教育委員の手当は、市と町村では、どうして開きがあるのか。例えば中津市でもいいし、豊前市でもいい、行橋あたりの教育委員の手当は幾らになっているのか、その点をお尋ねいたします。まず２点。
○議長（大山　晃君）教務課長。

○教務課長（尾崎幸光君）先ほど議員さんがおっしゃられた３人のお話でございますが、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の第３条の中に「教育委員会は５人の委員をもって組織する。ただし、条例で定めるところにより、都道府県もしくは市または地方公共団体の組合のうち、都道府県もしくは市が加入するものの委員会にあっては６人以上の委員、町村または地方公共団体の組合のうち、町村のみが加入するものの委員会にあっては３人以上の委員をもって組織することができる」とうたわれております。
○議長（大山　晃君）もう１点。
○１０番（亀頭寿太郎君）もう１点は、いいです。お金の関係を聞くのも大変だろうから。町村だから、いいです。
○議長（大山　晃君）回答はいいですか。
○１０番（亀頭寿太郎君）はい。
　ここで、２００６年の教育六法なんですけれども、大分今、変わっていると思ったから、そこをちょっとお尋ねしたんです。変わっている理由は何かというと、今、教育委員に保護者が１名、入りますね。そうすると３名、保護者１名でも、町村の条例が制定されるのかということなんですね。
　だから、２名になるのは、保護者の中からというのは云々だけれども、一般の場合は学識経験者云々というのが、議会の云々でもって、その同意を得て町長が任命しますからね。
　そうした観点から、今、保護者が１名入っているけれども、条例で３人と定めることができるかどうかと。これが生きているかどうかということが一番、聞きたかったんです。その点を。
○議長（大山　晃君）教育長。
○教育長（百留隆男君）御指摘ありがとうございました。
　教育委員会法が変わりまして、実は来年の４月から、現在の教育委員会制度も変わります。変わりますというのは、教育長がもう教育委員でなくなるわけです。これは、議員の皆さん方の承認を得て、町長が任命する教育長ができます。そうすると、教育委員は、実は地域のそれぞれの声を教育行政に生かすという大きな仕事がありますけれども、教育長が教育委員でなくなりますと、今の状況でも、残りは４人が教育委員になるわけです。委員長も教育委員ですから。そうすると、そこのところが、今、亀頭議員がおっしゃった３人ということに絞りますと、教委の人数がもう２人にしかなりませんので、そこのところ議決がちょっとできにくくなるのではなかろうかと思います。
　近いうち、３月いっぱいまでに、上毛町の教育委員の人数等につきまして、また御提案して、議員の皆さん方の御審議をいただくことになると思いますので、一応、今のところは、このまま進めている状況です。また、新しく制度が変わって、方向が変わるということになるだろうと思います。
　以上です。
○１０番（亀頭寿太郎君）以上です。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑を終了します。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案を原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、同意第３号、上毛町教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから、議案の委員会付託を行います。

　１２月５日、議会運営委員会の協議結果を資料として配付しておりますので、運営資料３ページをごらんください。
　なお、付託議案の朗読に際しても、議案名朗読は省略いたします。
　議案第５２号（所管分）の１件は総務、産業・建設常任委員会へ、議案第５０号、議案第５１号、議案第５２号（所管分）、議案第５３号、発議第７号の５件は文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託したいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。
　したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することと決定しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りいたします。
　運営資料５ページの委員会日程表案をごらんください。
　各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で表のとおり決定いたしております。これについて御異議ございませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。
　したがって、常任委員会の開催日は、運営資料、委員会日程表のとおり開催することに決定いたしました。
　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。
　どうもお疲れさまでございました。これにて閉会いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午前１０時４４分
　　　平成２６年１２月９日
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